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臨
床
学
術
部
は
４
月
６

日
、「
歯
科
医
院
に
お
け
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修
講
座

を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
前
田
茂
氏
（
東
京
科
学

大
学
歯
科
麻
酔
学
分
野
教

授
）
を
講
師
に
24
人
が
参
加

し
た
。

　

高
齢
化
に
伴
っ
て
心
房
細

動
が
増
え
る
と
脳
卒
中
の
リ

核の資金断つ国際運動

大阪府歯科保険医協会理事・
反核医師の会世話人　　　　 中村新太郎

投資撤退へ新たな潮流生む
被爆80年
核なき世界をめざして
DBOBプロジェクト①

企
画
・
発
信
を
強
化

算
定
見
落
と
し
防
ぐ

記
念
講
演
開
催

「保険医年金・休業保障共済保険紹介キャンペーン」中止のお知らせとお詫び

て
お
り
、
意
識
が
有
れ
ば
バ

イ
ク
ル
サ
イ
ン
測
定
と
必
要

に
応
じ
て
外
部
へ
の
連
絡
、

意
識
が
な
け
れ
ば
Ｂ
Ｌ
Ｓ
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
可
能

性
が
高
け
れ
ば
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
注
射
を
す
る
。
ま
た
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
心
不
全
等
を

有
す
る
患
者
へ
の
具
体
的
な

対
応
に
つ
い
て
も
紹
介
。
こ

れ
ら
併
存
疾
患
に
対
し
て

は
、
事
前
の
情
報
収
集
や
日

常
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
記

録
す
る
こ
と
が
急
変
時
の
迅

速
な
対
応
に
繋
が
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

　

医
療
安
全
に
お
い
て
ス
タ

ッ
フ
が
院
長
に
た
め
ら
い
な

く
確
認
で
き
る
よ
う
な
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
は
非
常
に

有
効
で
あ
る
。
歯
科
治
療
自

体
は
そ
れ
ほ
ど
リ
ス
ク
が
あ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
医
療

過
誤
と
い
う
意
味
で
は
誤
抜

歯
を
含
む
治
療
歯
の
間
違
い

や
、
自
費
治
療
で
は
結
果
責

任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
対
策
と
し
て
、
誠
実
に

医
療
を
行
う
と
い
う
意
味
で

も
説
明
と
同
意
の
記
録
を
残

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

　

横
山
氏
は
「
接
遇
と
は
相

手
を
尊
重
し
て
接
す
る
こ
と

で
あ
る
。
治
療
の
観
点
か
ら

も
接
遇
か
ら
生
ま
れ
る
安
心

感
は
重
要
」
と
患
者
対
応
に

お
け
る
接
遇
の
大
切
さ
を
語

っ
た
。

　

横
山
氏
は
、
接
遇
の
な
か

り
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト
ナ
ー

団
体
の
反
核
医
師
の
会
と
と

も
に
19
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。
核
戦
争
の
危
機
が
高

ま
る
中
、
世
界
中
の
金
融
機

関
で
核
兵
器
製
造
企
業
へ
の

投
融
資
を
取
り
や
め
る
新
た

な
潮
流
が
沸
き
起
こ
っ
て
い

る
。 

（
つ
づ
く
）

◆

　

８
月
に
広
島
・
長
崎
の
被

爆
か
ら
80
年
を
迎
え
る
。
協

会
・
保
団
連
は
基
本
姿
勢
を

示
し
た
「
開
業
医
宣
言
」
で

「
核
兵
器
廃
絶
が
現
代
に
生

き
る
医
師
の
社
会
的
責
任
で

あ
る
」
と
謳
い
、
反
核
運
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
近

年
、
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
て

い
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
運
動
に
つ
い

て
連
載
で
解
説
す
る
。

で
も
挨
拶
や
身
だ
し
な
み
、

姿
勢
に
つ
い
て
注
意
す
る
ポ

共
感
や
明
る
さ
が
伝
わ
る

表
情
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
あ
っ
た

清
潔
感
の
あ
る
身
だ
し
な

み
、
背
筋
を
伸
ば
し
お
ざ

な
り
で
な
い
体
の
向
き
が

大
切
だ
」
と
実
習
も
交
え

て
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ど
ん

ど
ん
実
践
し
て
自
分
の
も

の
に
し
た
い
」「
患
者
さ

べ
き
不
整
脈

に
は
①
心
室

性
期
外
収
縮

②

上

室

性

（
心
房
性
）

期
外
収
縮
③

心
房
細
動
が

　

４
月
19
日
、
「
患
者
さ
ん

を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
た
め

に
」
と
題
し
、
接
遇
マ
ナ
ー

講
座
を
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
で
開
い

た
。
日
本
航
空
で
客
室
乗
務

員
や
企
業
研
修
講
師
を
歴
任

し
た
横
山
桂
子
氏
が
講
師
を

務
め
、
39
人
が
参
加
し
た
。

名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
融

資
の
中
に
は
私
た
ち
が
預
け

た
お
金
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
立
ち
向

か
う
た
め
生
ま
れ
た
国
際
的

な
運
動
が
、
「Don' t Bank 

on 
the 

Bomb

」（
Ｄ
Ｂ
Ｏ

Ｂ
、
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す

な
）
だ
。
17
年
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
、
金
融

機
関
に
対
し
て
核
兵
器
製
造

企
業
へ
の
投
融
資
を
や
め
る

よ
う
迫
り
、
核
な
き
世
界
の

実
現
を
目
指
す
試
み
だ
。

　

日
本
で
は
近
畿
の
保
険
医

協
会
や
民
主
医
療
機
関
連
合

会
な
ど
で
つ
く
る
近
畿
反
核

医
師
懇
談
会
が
中
心
と
な

　

私
た
ち
が
何
気
な
く
銀
行

に
預
け
て
い
る
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、

考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う

か
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、

中
小
企
業
の
経
営
や
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
も
し
、
私
た
ち
の
預

金
が
核
兵
器
の
製
造
に
使
わ

れ
て
い
る
と
し
た
ら
―
―
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ

Ａ
Ｘ
」
が
２
０
２
５
年
２
月

に
発
表
し
た
調
査
で
は
、
世

界
の
２
６
０
の
金
融
機
関
が

核
兵
器
製
造
企
業
に
対
し
て

１
１
７
・
５
兆
円
も
の
巨
額

を
投
融
資
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か

も
、
融
資
額
上
位
10
社
に
は

日
本
の
メ
ガ
バ
ン
ク
３
行
が

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。「
挨

拶
は
心
を
開
き
あ
う
た
め
の

一
歩
目
。
こ
ち
ら
か
ら
踏
み

出
し
て
寄
り
添
う
こ
と
で
安

心
感
の
あ
る
空
気
が
作
れ

る
。
不
安
を
抱
え
た
患
者
さ

ん
を
安
心
さ
せ
る
た
め
の
、

か
り
で
勉
強
に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
悩
ん
で
い
た
。
自
分
に

と
っ
て
た
め
に
な
る
こ
と
ば

ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、
歯

科
外
来
に
お
い
て
も
診
療
の

有
無
と
関
係
な
く
突
然
の
体

調
不
良
を
訴
え
る
確
率
も
増

す
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
情
報

収
集
と
評
価
が
大
切
に
な

る
。
情
報
収
集
は
お
く
す
り

手
帳
、
評
価
は
モ
ニ
タ
ー
が

有
用
で
あ
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
心
電
図
で
見
る

あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
心
電
図
に

お
け
る
こ
れ
ら
の
波
形
を
解

説
し
た
。

　

緊
急
時
の
対
応
は
決
ま
っ

高
齢
化
や
医
療
過
誤
へ
の
対
応

不
安
抱
え
た
患
者
に
寄
り
添
う

歯
科
医
院
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
解
説

接
遇
マ
ナ
ー
講
座

４
月
度
生
涯
研
修

講演する前田氏＝４月
６日、Ｍ＆Ｄホール

市
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
が
18
歳
ま
で
拡
充
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
方
針

で
開
い
た
。
総
会
で
は
、
24

年
度
活
動
報
告
や
収
支
報

告
、
２
０
２
５
年
度
活
動
方

針
・
予
算
、
役
員
体
制
の
選

　

三
島
地
区
は
総
会
を
３
月

29
日
、
高
槻
市
内
で
開
き

「
地
区
企
画
や
情
報
発
信
を

強
化
し
、
地
区
活
動
の
更
な

る
活
性
化
に
取
り
組
む
」
こ

と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
２
０

２
５
・
２
０
２
６
年
度
活
動

方
針
を
決
め
た
。
24
年
度
活

動
報
告
や
収
支
報
告
、
２
０

２
５
年
度
予
算
、
役
員
体
制

を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
自
治
体

要
請
を
重
ね
た
結
果
、
高
槻

　

南
河
内
地
区
は
総
会
と
記

念
講
演
を
４
月
５
日
（
土
）、

河
内
長
野
「
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ー
ス
・
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
」

で
は
、
①
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ

た
講
習
会
②
社
会
保
障
拡
充

の
運
動
③
新
た
な
情
報
発
信

ツ
ー
ル
の
活
用
―
―
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。
総

会
後
は
役
員
会
を
開
き
、
企

画
の
具
体
化
を
議
論
し
た
。

　平素より当会の共済制度ならびに各種事業に対し、格別のご理解とご協
力を賜り、心より御礼申し上げます。
　さて、このたび2025年４月より実施しておりました「保険医年金・休業
保障共済保険紹介キャンペーン」につきまして、関係法令との整合性にお
いて適切性を欠く可能性があると指摘を受け、関係機関と協議の上、誠に
遺憾ながらやむなく中止とさせていただくことと致しました。
　本キャンペーンは、会員の皆様からのご紹介を通じて共済制度への新規
加入を促進し、制度の理解と普及を目的として企画・実施したものでござ
いましたが、法令遵守の観点から見直しが必要との認識に至りました。制
度運営の不備を深く反省しております。

　関係各位におかれましては、ご期待に沿えず、心よりお詫び申し上げます。
　なお、共済事業とは別に、組織部が実施しております「新規入会紹介キ
ャンペーン」につきましては、継続して実施しておりますので、何卒ご理
解のほどお願い申し上げます。
　今後は、事業実施にあたっての法令確認体制を強化し、再発防止とより
透明性の高い制度運営に努めてまいります。引き続きのご支援とご指導を
賜りますよう、お願い申し上げます。
 2025年４月23日　　　
 大阪府歯科保険医協会
 理事長　小澤　力　　

出
（
地
区
責
任
者
、
評
議
員

５
人
、
地
区
役
員
）
を
原
案

通
り
承
認
し
た
。

　

総
会
後
、
記
念
講
演
と
し

て
「
こ
の
点
数
見
落
と
し
て

い
ま
せ
ん
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
社
保
講
習
会
を
開
い

た
。
参
加
は
10
人
。
吉
田
裕

志
副
理
事
長
（
社
保
研
究
部

担
当
）
が
講
師
を
務
め
た
。

日
々
の
保
険
診
療
の
中
で
、

点
数
算
定
上
見
落
と
し
が
ち

な
項
目
を
『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
』
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
ス
ラ
イ
ド
テ
キ
ス
ト

を
資
料
に
解
説
し
て
も
ら
っ

た
。

三
島
地
区
総
会

南
河
内
地
区
総
会

休業保障春の募集
申し込み申し込み
締切迫る締切迫る

５５月月2525日日ままでで
電話 06‒6568‒7438（共済部）

●掛金は加入時のまま
●最長730日保障
●解約時に払い戻し

（2025年８月１日加入）

接遇マナー講座の様子　
＝４月19日、ＯＭＭビル


